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青年会議所とは

• １９４９年、明るい豊かな社会の実現を理想とし、日
本の青年会議所（ＪＣ）運動は始まりました

• 日本全国に６９５の各地の青年会議所があります

• 各地の青年会議所の連絡調整機関として、公益社
団法人日本青年会議所（日本ＪＣ）があり、47都道府
県にブロック協議会、１０の地区協議会があります

• メンバーは２０歳から４０歳まで、約３５，０００名

– 経済人が中心となっています

• 国際青年会議所（ＪＣＩ）のメンバーとして各国の青年
会議所と連携し、国際貢献も行なっています



防災意識の向上

• 防災意識の向上

–有事に備える

• 被災者支援

–ニーズに即応する支援

• 復興支援

–復興までが支援



防災意識の向上
• 日本ＪＣおよび全国各地のＪＣが、防災キャンプ、防
災フェスタ、防災研修会など、一般住民の防災意識
向上に資する取組を実施

レジリエンスサミット
（全国各地で開催）



被災者支援

有事の際の支援体制・支援方法を記した「災害対応
初動対応マニュアル」を作成・共有

ＪＣ災害支援ネットワークを立ち上げ、青年会議所独
自の災害対策本部を設置

被災地の現状把握、各連携団体等と情報を共有

JVOADの正会員でもある

「人的支援」「物資支援」「支援金」をスムーズに供給

常設の災害支援基金で即応できる体制

災害に合わせた支援金集めを行う

各地で機動的に利用を決定できる体制





平成３０年の災害支援金

西日本豪雨災害 １９，４６８，３８３円

北海道胆振東部地震 ２，１０２，８９６円

一律の支援ではなく、現地のニーズに応えることを重視

使用用途：
・飲料水の購入（スポーツ飲料ほか）
・資機材の購入（スコップ、ブルーシート、高圧洗浄機ほか）
・軽トラック、ダンプ、重機等のレンタル
・児童用文具等の購入 ・・・etc

（９月２８日現在）



西日本豪雨災害 災害支援（広島）

延べ五百人以上がボランティアとして参加
多数のメンバーがリーダー格に



復興支援
未来へつなぐメッセージ

PR活動
復興イベント開催
「くまもと復光祭」



首都圏での災害に対して

• 企業防災の啓発活動推進

– 防災についての一般＆メンバー向け
セミナー実施

– BCPについてのセミナー実施

• 社会福祉協議会との連携協定

– 東京都社協と東京ブロック協議会

– 関東の45の青年会議所が社会福祉
協議会と協定

• 災害時の物資の中継地点の確保
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